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特定非営利活動法人コスファＣＯＳＦＡ 所属団体： キッズルームてぃんかぁべる下北 /Space Sprout/ まちづくり広場ザワーズ / 一級建築士事務所加賀谷建築設計 / 
（株）タンタブル一級建築士事務所 / グループ菜

思い思いの創作活動思い思いの創作活動
楽しく展開されています楽しく展開されています

思い思いの創作活動思い思いの創作活動
楽しく展開されています楽しく展開されています

　「子どもの絵画教室アトリエ木のね２号店」の生徒募集ちらしには『子ども達が生み出すも
のは自分自身。そっと寄り添って、聴いて受け止めてあげることを大切にしています。比較や
評価をされることなく、のびのびと表現することで創造性だけでなく、個性や考えるチカラ、
想像力を育てると考えます。』とあります。
　コロナ禍でもほぼ年間通して活動された想いを主宰者のアートセラピストでもある大内麻
利子さんに伺いました。

せっけん粘土に食紅で色を付けて、
アイスせっけん制作

　COS 下北沢さんで子どものための絵画造形教室を行うよう
になってから約 3 年が経ちました。静かな住宅街の中で木や草
花に囲まれ、木材の柔らかで温かみのある空間は子どもたちの
心をやさしく包みます。
　昨年 3 月に緊急事態宣言が発令され、教室もやむなくお休
みをすることにしました。ステイホーム期間が続き、子どもたち
はまだ精神的に未発達であることから、心が不安定になりつつ
あると感じました。絵や造形などのアート活動は、心を開放し
てくれます。今こそ教室の必要性を感じ、せめてこの空間で過
ごしている間は、今までの日常と変わらない場で安心して過ご
して欲しいと思い、ゴールデンウィーク明けから再開することにしました。子どもたちや保護
者の方からのご要望もありましたので、消毒・マスク・換気・密にならないように十分注意し
ながら、いつもの教室でまたみんなで顔を合わせた時は私もほっとしました。
　COS 下北沢さんの自由度の高い空間のおかげで、現在までこじんまりと温かな教室をさせ
ていただけております。ゆくゆくは、子育て中のお母様に向けたワークショップなどが出来た
らと思っています。カフェスペースもありますので、ゆっくりお茶でもしながらくつろげる場を
提供出来たらいいですね。

「子どもの絵画教室 
アトリエ木のね２号店」

主宰者の大内麻利子さん

3 色アイスをきれいに整えて
仕上げていきます

おり紙を折っているうちに ...
三角帽子さんができました

みんなで制作していると、
お話もはずみます！

ワークショップ、ワークショップ、
ぜひ実現してください！ぜひ実現してください！



COS 下北沢 は こちら です

世田谷区北沢 2-39-6
京王井の頭線「下北沢駅」西口から徒歩 4 分

小田急線「下北沢駅」東口から徒歩 5 分
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特定非営利活動法人コスファ COSFA 
会員入会・ご寄付のお願い

　昨年の今頃、「コロナ後の世界」「コロナ後の世界を生
きる」「コロナ後の世界を語る」等々、立て続けに読ん
でいました。緊急事態宣言も緊張感をもって受け止めて
いました。コロナに打ち勝つなどということはあり得な
いと思っていましたが、一年後の今、人間の思惑をはる
かに超えるCOVID-19の変異に、「人・暮らし・命」が
ないがしろに。怒りでいっぱいです。
　NPO法人コスファは、各事業体と、COS下北沢を「大
事な居場所」として利用してくださる皆さんとともに、「コ
ロナ後」を模索し、運営を続けています。今までにも増
して、温かいご支援をお願いいたします。

○会員（個人・団体）	 年会費　10,000円
○賛助会員（個人・団体）	 年会費　5,000円
○協力会員（個人・団体）	 年会費　1,000円

［郵便振替口座］
00110-3-262382
　　名義＝特定非営利活動法人コスファ COSFA

［銀行口座］
三菱UFJ銀行　成城学園前支店
普通預金 4521273
名義＝特定非営利活動法人コスファ COSFA

COS下北沢 トピックス 2020 ～ 2021

～コロナ禍に翻弄された一年～
●秋以降、いくつかの定期利用が再開、「地域

共生のいえかわら版」第15号に、3 密に対
処しながらの活動が紹介されました。

●12月:再びコロナ感染者急増、緊急事態宣
言第2 弾。感染対策をした少人数の活動は
継続されました。

●3月：恒例のグループ菜の調理場で味噌づく
り教室。文化庁のイベントコロナ対策に準じ
るなど、徹底した対策にGOサイン。大量の
仕込みも無駄にならず、感謝されました。

●7月:ワクチン接種完了の高齢者グループがフ
レイル防止に活動を再開しましたが、コロナ
の動向注視です。

●8月：Wi-Fi環境の強化と、懸案のてぃんかぁ
べる門扉付近木部を補修。引き続きシロアリ
対策として防蟻工事を行います。

COS下北沢 視察・見学のみなさん

● 3月24日：クレイアート講習会下見。講師は京都から。緊急事態
宣言で5月、7月に順延も休止に。昨年来の金継ぎ講習会の講師
は奈良から。遠方からも下北沢は魅力的。

● 7月7日：昨年助成申請でもお世話になった北沢地域社協の新た
な担当者のみなさんご訪問。

● 7月28日：（一財）世田谷トラストまちづくりの新たな担当者のみ
なさんご訪問。

● 大学生からの問い合わせは一件にとどまりました。

コロナ禍での各事業体の活動 2020.9～2021.8

●NPO法人コスファ：拡大の一途のコロナ感染状況に、全体会・理
事会・総会はズーム会議での一年でした。ホール利用については、
状況を見ながら柔軟な運営を心掛けました。

●キッズルームてぃんかぁべる下北：感染対策を徹底し、おもちゃの出
し方や遊び方を工夫しながら保育しています。1回目の緊急事態宣
言時には、エッセンシャルワーカーのお子さんをお預かりしました。

●Space Sprout：ニットカフェやイベントの中止、ギャラリーのキャ
ンセルなど活動の縮小を余儀なくされましたが、オンライン発信
やネット販売など対面以外の新しい方法を模索する1年でした。

●まちづくり広場ザワーズ:コロナ禍を機にリモート、オンラインを模
索し、運営の工夫や助成申請を行いました。利用団体との綿密な
連携をはかっています。

●一級建築士加賀谷設計・（株）タンタブル一級建築士事務所：タン
タブル一級設計士事務所が法人化しました。両事務所とも、移動
自粛の中、オンラインやリモートワークで通常営業、おおむね順
調に回っています。COS下北沢のインターネット環境の課題も見え
て、事業者間全体で共有しました。

●グループ菜：コロナ禍当初から取り組み体制を構築し、12月の緊
急事態宣言下でもお正月のおせちも通常通り実施。地域の食を守
る活動を休みなく継続しています。
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イラスト：飄斎（小塚秀忠）

ふ れ る ・ つ な が る ・ ひ ろ が る

長い時間、中庭のある自宅で小中高生の英語教室を開いてきた。
留学生とホストファミリー、日本語と英語。このいえで色々な結びつきが生まれた。

もてなしすぎず、自分の暮らし向きはそのままに。
世の中が変わっても、国籍も年代も関係なく、変わらないつながりを大切に。

おしゃべりは人と人との触れ合い。
一息入れにいらしてください。
博多生まれのオーナーがお迎えします。

おしゃべりサロン
毎週金曜日 14:00 ～ 16:00　
お茶代 200円

DATA
所在地  世田谷区下馬 4-25-2
＊「三軒茶屋駅」より徒歩約 16分
＊バス停「駒繋神社」より徒歩 1分
連絡先  03-5787-5913（米屋）

3密・ソーシャルディスタンス・会食
懸念材料いっぱいの麻雀会の取り組みは…

地域の「元気」を育てる発信基地

　もう 10年以上、毎月奇数火曜日にこの場所
を借りて定例開催している健康麻雀「雀のお宿」
では、グループ菜のランチやカフェスタッフの
特製飲み物も大変喜ばれています。
　コロナ禍が心配され始めた2月、麻雀会のリー
ダーの方から「かたくなな公共施設クローズの
中で、COS下北沢の受け入れが可能ならば、自
主管理のもとで継続したい」と申し出がありま
した。コロナのリスクは脅威ですが、この集ま
りが高齢者にとってどんなにフレイル予防にな
るのかを熟知されていたからです。COS下北
沢も環境整備や換気のお手伝いをして継続しま
したが、4月の緊急事態宣言でやむなく中止。
しかし、自粛期間中も（現在に至るまでも同
様）、開催の可否にかかわらず予定日前には、
メンバー全員に参加の有無を確認（ご自身の事
情や判断・自己決定を尊重）し、合わせてお一

フも相談に乗るなど、ささやかに後押し。「『雀の
お宿』はそこにいるだけでほっこりする貴重な
出会いと自然体でいられる場、みんなに会いに
行きたい。」というメンバーの声が届いています。
　『地域の居場所』を掲げるCOS下北沢ですが、
この健康麻雀グループの真摯な取り組みから、
多くのことを学ばせていただきました。

（COS下北沢・佐藤里子）

発行：一般財団法人 世田谷トラストまちづくり
〒156-0043　世田谷区松原 6-3-5
TEL 03-6379-1621
https://www.setagayatm.or.jp

「地域共生のいえ」とは、オーナー自らの意思により
家・建物を地域の公益的かつ営利を目的としない
まちづくり活動の場として地域に役立てる取り組みです。

所在地  世田谷区北沢 2-39-6
 ※京王井の頭線・小田急線「下北沢駅」より
 徒歩 4分　
連絡先  03-3481-5340（COS下北沢）
活動日  http://npocosfa.com/　
 COS下北沢では助成金を活用するなどして
 感染対策を施しつつ運営を進めています

出来るだけ距離を取りながら
マスク姿で楽しむみなさん

人お一人の体調や心理
状態もそれとなく傾聴
していました。「何よ
りも心の繋がりを大切
にしたいので」と。
　自粛解除の6月、公
共の場での集まりの多
くが中止の中での再
開。COS下北沢スタッ

企画展：
仮題「ハネギウス一世と和田堀給水所」
羽根木に住み、ハネギウス一世と称した中井秀夫（1922－1993）は、
近所の和田堀給水所を誇りとしていました。近くその歴史的姿を失う
給水所について再びとりあげます。
1 月中旬～  木曜開館 14:00-18:00
※詳しくは HP「在林館通信」へ　
http://aririnkan.blog.fc2.com/   ………………

DATA
所在地  世田谷区羽根木 2-34-4　
＊「東松原駅」より徒歩約 4分
連絡先  03-3321-0530

木漏れ日のギャラリー

年をとっても楽しく美しく


